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 はじめに、私がドイツ・オランダ研修旅行に参加した目的は、持続可能な社会とはどのよ

うな社会であるのか、それ教育の文脈で語るときにどういった工夫・方法が取れるのか考え

る材料にしたいと思ったからである。当時の私は、広島大学ユネスコクラブに参加し、ESD

という言葉を知ったばかりであったので、ESDそのものに対する知識も理解も足りていなか

ったので、もっと深く知り学びたいと考えていた。 

帰国後、平和というテーマについて特に関心があり、研修旅行で学んだことをどのように

授業に生かすことが出来るのか考えた。平和というテーマでこの研修旅行の中身を授業で

取り入れようと考えた時に、おのずと平和教育の中で扱うしかないと思った。平和教育はそ

の地元の戦争体験を取り上げる事が多く、アンネフランク等の地元から離れた事例を取り

上げる事が少ないのではないかと考えた。例えば、広島県出身の私は小・中・高と広島の原

爆について、平和教育で学習した。しかし、逆に広島の原爆のこと以外を平和教育の中で取

り扱うことはなかったと記憶している。持続可能な社会を目指すうえで、世界の事を事例に

することも重要ではないだろうかと考えた。先日、広島のある小学校の平和教育について報

道があった。平和教育の内容がマンネリ化し、なかなか新しい実践を生み出すことが難しく

なっているという悩みを抱えていた。そこで、その小学校では長崎の小学校と交流をして、

互いの原爆の被害や当時の人々の話を紹介するという新たな実践を行っていた。地域を飛

び出して、新たな平和教育の教材として、研修旅行での経験が生かせないだろうかと考えた。

しかし、研修で学んだことをいかにして、実践として生かすことが出来るのか分からない部

分が多くあった。 

 ＥＳＤ研修旅行の後、平成 28年 12月 10日（土）にＥＳＤ研修会が広島大学で行われた。

その研修会での実践発表で、研修旅行でご一緒させていただいた広島県立高陽高等学

校の秋元  美輝先生が、「オランダ・ドイツＥＳＤ研修旅行・授業実践報告」

ということで実践発表をされていた。「環境」のテーマで訪れたリーム地区

での持続可能な都市づくりを教材にして、旧広島市民球場跡地にどのよう

な建造物を建設し、利用すべきか生徒に考えさせていた。地域的課題を解

決するための、思考材料として「リーム地区」を示し、街づくりをする際

に自分たちのやりたいことだけでなく、自然環境や生活環境などについて

も配慮が必要となる事を学ばせていた。この実践について報告していただ

き、生徒の身近な問題の解決にむけて考える上での思考材料に、この研修

旅行で学んだことを生かすことが出来るのではないかと考えた。そうする

ことで、生徒に新たな視点から考えさせることができると学んだ。  

 この度の ESD 研修旅行を通して、 ESD を考える上で有益な材料を多くい

ただいたと思う。特に「平和」と「環境」という 2 つのテーマについて認

識がより深まり、自分なりの実践について考えるきっかけになった。  



また、現職の先生方との交流する機会をいただき、大変興味深いお話を

伺う事も出来た。生徒にどのようなことを伝えたいのかということに関し

て、あまりイメージが湧かず、なかなかその具体像が掴めなかった私でし

たが、その後の研修会で、秋元先生の実践発表を聞き、実践開発のイメー

ジが少しは掴めたのではないかと考えている。以上の様に、大学では確実

に経験することの出来ないことを、学部生の段階で多く学ばせていただく

事が出来た。  


